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第4章 国内の陸上養殖事例

4-4

ジャ′ゞンマリンポエックスlttl

当社は、2013年 に設立 し、閉鎖循環式陸上

養殖設備設計・施工、陸上養殖試験用水オ曹貸

出、養殖業務受託、飼料販売、稚魚販売 (仲介

を含む)、 陸上養殖コンサルティング・指導、

陸上養殖関連業務開発、養殖魚加工販売などを

展開している。

人口増加およびマイクロプラスチックなどの

海洋汚染の問題で、海や川などの水の汚染が世

界的に進行している現状があるが、このような

環境のなかで、管理された水やエサなどを利用

して工場内で魚介類の生産を確立するのが閉鎖

循環式陸上養殖である。当社は、他に先駆けて

閉鎖循環式陸上養殖システムの販売を開始し

た。2019年 5月 には、東南アジアより稚魚供

給 を受けた食用ナマズのヒレナマズ C′♂万αd

″∫εクs(図 1)の完全養殖に成功し、2022年 2

月には生で食べ られるナマズとして「桃太郎

フィッシュ⑥
」の商標で県内の寿司店に販売・

提供を開始し、現在に至る。

2023年 4月 には、 (―社)日 本陸上養殖協会

を設立した。活動内容としては、国内での陸上

養殖の普及のための環境整備、技術的な啓蒙な

どであり、会貝公募を準備している。

養殖魚種の選定

●魚種選定の考え方

当社は、陸上養殖に適した魚種は「食べて美

味しい魚種」、「早く成長する魚種」、「穏やかで

おおらかな性格」などが重要なポイントと考え

ている。

食べて美味しい魚種は第一条件となるが、与

えるエサによって味が変化するため、養殖条件

の基礎的要素の検討で解決すべき項目となる。

早 く成長することは、養殖事業の採算性にとっ

て非常に大きな要素である。 1年 に 1回出荷す

るのか 3回出荷するのかでは、事業性に大きな

影響を与えると同時に、リスク低減や生産計画

の面でも大きなプラス要素となる。穏やかでお

おらかな性格は、飼育魚種のス トレスフリーに

つながり、給餌効率も上昇し、安定した成長が

期待できる。天然物の個体は神経質で警戒心が

強く、少しの条件の変化 (特 に光や水温、水槽

の中の水の流れなど)に敏感である。人工ふ化図 1 ヒレナマズ
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(完全養殖)さ れた個体は、ある程度人に慣れ

る様子が見られ、人が近付 く状況でもあまり驚

かず、比較的「穏やかな性格」が実感できる。

高密度養殖に耐えるためには環境変化に「おお

らかなJ方が育てやすいと言える。環境変化に

弱い場合は、食欲の低下、共食いの発生、水槽

からの飛び出しなどが発生 し、生残率が下が

り、収益性に影響が出てくる。

消耗品費
040/。

諸費用
25%

酸素ガス代
1 70/O

図2 ヒレナマズ養殖時のランニングコスト例

図3 カワハギとシマアジの混合養殖

●収益性からの魚種選定

養殖事業において、エサの経費は全体経費の

なかで最も大きな割合を示すもののひとつであ

る。

図2に 20t水槽 5基におけるヒレナマズ (年

間生産量約 18～25tの 計画)での各経費項目

の割合の試算を示 した。エサ代は約 55%程度

と経費の半分以上を占め、事業において大きな

割合を占めることが分かる。

当社で完全養殖に成功したヒレナマズにおい

て、飽食給餌条件で温度、水管理を一定にして

育成試験を実施した。100日 後の平均体重 (25

尾の平均)は 275g、 198g(水槽 ごとに平均

値を計算)と なった。与えたエサの増肉係数

は、0.8～ 1.0程度であった。増肉係数は、与え

たエサの重量 (乾燥重量)が魚の体重 (湿重

量)に移行する指標であり、より低い数字であ

るほど経済的であり、収益性からの魚種選定の

指標となる。 トラウトは同様の理由により比較

的収益性が高い。当社においては、いくつかの

種類の魚の養殖を実施してきた。これらの経験

を基に、収益性を見ながら設備の設計ならびに

魚種の選定を顧客に提案している。

現在、当社が検討している養殖魚種は、海水

魚ではマサバ、シマアジ、カワハギ (図 3)、

淡水魚ではヒレナマズ、ニジマス、ヒメマス、

オニテナガエビなどである。

I

環境条件や

生産サイクル・出荷量

閉鎖循環式陸上養殖においては、地域の環境

条件に適した魚種選定も重要となる。

エサ代の次に大きく影響する部分は人件費を

除くと水道光熱費である。特に環境条件と異な

る水温を維持する際に、電気代の比率が大きく

なってくるため採算性に影響を及ぼす。室内に

おいても水温は室温に大きく依存するため、室
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温と水温の差が極力小さくなる

ように設備設計を検討する必要

がある。当社の主な生産品であ

るヒレナマズは 28℃ 前後の水

温を好むため、当社施設がある

岡山県では厳冬期以外は電気代

をあまりかけずに養殖を行うこ

とが可能である。

コロナ禍後の養殖の生産 。出

荷実績としては、生食用ヒレナ

マズを飲食店向けに、週 1回の

出荷体制を継続しており、年間

60回程度、 3t/年程度の生産

量を維持 している。加えて、生

産技術のノウハウ獲得と完全養

殖を目指して、マサバについて

も試験的に養殖を実施している

(図 4)。 マサバは、海水条件で

回遊魚でもあり、陸上養殖にお

いては難易度の高い部類である

が、現在、1,000尾程度/年 (試

験飼育)の出荷量を目標として

いる。それ以外の魚種について

も試験を逐次行っているが、ヒ

メマスについては天然の受精卵

からの飼育試験 を実施 してお

り、2023年 に導 入 した 3,000

粒の受精卵は順調に生育してい

る (図 5)。

飼料や疾病対策

当社の設備は閉鎖循環式であ

り、飼育水に水道水を利用して

いることから、魚自体 (体表・

体内)か らの病原体が付着・混

入しない限り、飼育水への一連

の汚染は発生することはない。

図4 人工海水を用いたマサ′`の飼育 (上 )と出荷風景 (下 )

図5 ヒメマス稚魚
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図6 アラ、藻類、昆虫タンパク質混合の飼料開発

ただし、飼育員が飼育水に触れる際や、飼育水

に触れる道具類などからの汚染が発生するリス

クがある。飼育水に対する汚染がないよう、通

常は設備運転において十分に注意して管理して

いる。また、養殖場においては昆虫類やネズミ

などの小動物からの汚染についても管理上十分

に注意が必要である。

飼育水中の常在菌については、富栄養化、酸

素不足による嫌気性菌などの大量発生および飼

育水への着色などの問題に舟応するため、紫外

線と低濃度のオゾンによる殺菌を必要最小限の

量のみ利用している。また、抗生物質などの利

用は一切行っていない。運転管理を適切に行う

ことで病気の発生が抑えられることは、閉鎖循

環式陸上養殖の特徴のひとつとなる。

エサに関しては、飼料メーカーから購入可能

なエサを中心に展開している。しかし、エサは

養殖魚の品質と味、健康状態などに影響を及ぼ

すため、当社においては、独自配合のエサの開

発を進めている。長期間の影響調査が必要なた

め、結果が出るまでに多 くの時間を要するもの

の、十分なテス トを実施した後の実用化に期待

をしている。主なエサの成分としては、養殖魚

の加工時に発生するアラと、栄養価のバランス

が良い藻類および蚕紛などの昆虫タンパク質を

独自で配合 したものを開発している (図 6)。

課題・展望

これまで当社は、陸上養殖分野のパイオニア

として、コンパクト・高性能・低価格の開鎖循

環式陸上養殖設備の開発を進めてきた。現在は

有客なアンモニア処理、飼育水の着色防止、配

管内部の詰まり汁策などを解決すべき課題とし

て取 り組んでいる。養殖生産分野においては、

将来のタンパク質供給不足の切 り札として、大

陽日酸蜘、い SARABiO温 泉微生物石升究所の

協力を得て、通常ふ化から6カ 月で 1.O kgま

で成長するヒレナマズを、 4カ 月で 1.O kgに

成育する実験に取 り掛かっている。「養殖魚中

最速成長」でのギネス登録を目指している (申

請番号 :240412035315ナ f、 申請者 :内尾義

信)。

当社は、2023年 に倉敷市内に 1,000坪の土

地を取得した。ここを研究開発拠点として研4雰

センターを併設し、国内外から研究者、研修生

を受け入れ、未来の人材を育成していきたい。

また、将来的には専門学校の誘致も検討してい

る。日本の魚食文化を継承していくためにも、

食育は大切である。多 くの子どもたちを招待で

きるような施設として整備をしていきたいと考

えている。

(内尾 義信)
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